






























































x･=竿 ,y･-壁を二竺空 ,V*=型 些
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村瀬 晶子ら / 感染症数理モデルの安定性解析
この変換したパラメ-夕をヤコビ行列 Jに代入す 変数x,y,S,Tはそれぞれ非感染赤血球の密度,感染
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限に存在する.平衡点戦 におけるヤコビ行列は,-IL-βS～0 -β孟 0
βS- -α β孟 O
-βS～ αr -d-β丘 -h3-
0 0 0 1′S- a
であり,固有方程 式 は
































0 -a.0= -d--p,SpT=X:'-hr -h:Os･)
となる･ここでU-hr -β(r-1)㌔ - a(>0)とお
くと,βが-(U+a)/(r-1).これをこのヤコビ行列
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村瀬 晶子ら / 感染症数理モデルの安定性解析
～ Rolth-thrvitz行列を定義する ～
>>rh:=Mat(llcl1],cl0],0],lcl3],cl2],cl1]],
[0,C[4】,C[3]】]);
～ Rolth-Hurvit2:の1次の行列式 ～
>>cr[11:≡det(submatrix(rh,1..1,1..1));
～ Routh-Hurvitzの2次の行列式 ～
>>crl2】:≡det(submatrix(rh,1‥2,1..2));
～ Routh-Hurvitzの3次の行列式 ～
>>crl3]:=det(subnatrix(rh,1..3,1..3));
5 考蕪および結論
この論文ではL叫2】の数式処理ソフトを使った平衡
点の安定性解析の方法を紹介した.この方法はパラメー
タをうまく置き換えRのuth-Hurwitzの判定基準により
安定性を判定する方法で,複雑なシステムに対して非
常に有益な方法である.
そしてその方法をマラリアの数理モデルの平衡点の
安定性解析に応用した.平衡点 Y3の安定性解析は複
雑であり無条件に安定であることは示せなかったが,現
実的なパラメータの値を含む十分広いパラメータの範
囲では平衡点Y3が漸近安定になることが示された.ま
たこの平衡点が無条件に安定であるか否かに関する解
析は今後の課題である.
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